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Learning by Giving-あなたのఞહ先を子どもたちが決める。そのఞહに
3೅のチカラを

Learning by Givingプログラムは、ごఞહ者からのఞહを原資に、⋇子どもたちがఞહについて体ୡ的に学び、⋈NPOについ
て調べて、⋉最ી的にఞહを行うところまでを઀୹します。通ଞ、総合的なർ੷の時間や選උఐ目などのઇఐ時間の中で、ன
開されます。今回は、以下の3つのパターンでの઀୹していきます。

1．学校の部活動・選උఐ目ないしൌ஦者で行うパターン

ボランティア部などの൤஺からఞહ、ボランティアなど社会๾൴ણ動を行っている部ણや社会๾൴に関する選උఐ目の౸業
やથಂのൌ஦者でன開する方法です。通ଞ、10～30੡ங度のૠெで行われます。ఞહ金は10~30万円ங度を୳定しています。
൹問ないし૿当ઇྺがおண੢みຘき、数回のઊち合わせを経て઀୹していきます。੥ટを学年やૅ内全体に向けて発表する
ケースもથり੭ます。

2．社会教୘団体で行うパターン

ボーイスカウトやஒ૘年஧ેஊણ動、社会ૣක協議会など社会ઇ୘੮体と一คに実઱させてຘく方法です。それぞれの੮体
と協議しன開していきます。10~50੡ங度。ఞહ金は10~30万円ங度を୳定。૚੮体のிભ者がおண੢みຘき、数回のઊち合わ
せを経て઀୹していきます。

3．日本ファンドレイジング協会が主ಈするパターン

日本ファンドレイジング協会が主ಈするパターンです。オンライン開ಈとし、Ⴈ協会が指定するいくつかの日ஙから選定し
てຘき、ご૞加ຘきます。10~30੡ங度のૠெで、ఞહ金は10~30万円ங度。૞加学ೡにバラツキが生じる૭ચ性があるため、
なるべく੺い学ೡで調ତするとુに、アイスブレイクのワークの時間をસくようにします。

社会๾൴教୘プログラム受൥生െの感୳（中高生）
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Learning by Giving-あなたのఞહ先を子どもたちが決める。そのఞહに
3೅のチカラを
社会๾൴教୘プログラムの成果௬価

社会๾൴ણ動をやってみたい、社会๾൴が世の中に૽立つ、どちらも౸業後「そうઓう」度合いが増加

ం：社会๾൴ણ動をやってみたい క：社会๾൴が世の中の૽に立つ

ఞહをしてみたい、ఞહが世の中に૽立つ、どちらも౸業後「そうઓう」度合いが大்に増加

ం：ఞહをしてみたい క：ఞહが世の中に૽立つ
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Learning by Giving-あなたのఞહ先を子どもたちが決める。そのఞહに
3೅のチカラを

おண込みから౥വまでのプログラムのステップ

⋇webおண込み
Ⴈ協会のჾ当
ページからおண
੢みをしてຘき
ます。

⋈事前のଟ査
実઱体制など
についてヒア
リングをさせ
てຘきます。

⋉事前打ち合わせ
実઱に向けて、2
回ங度のオンライ
ンઊち合わせ。

⋊プログラム実施
プログラムを実઱。
ถ಍はઃᅚ૞ස。

⋋終വ後・౪຀報告
学びの報ઔをまとめ
ఞહ者への౪຀を行
います。

ステップ⋈［౜ଓ校の選定］

6月ଜまでのൌ஦ૅ・੮体とఞહ金પをベースに、7月初ഽに日本ファンドレイジング協会LbG੫઺ਫ਼ୈ੻員会で第一ઃ౜ଓ
ૅ・੮体の決定。当ჾૅおよび੮体とถ಍のਫ਼ୈを行い、ે分な૆૟期間を設けた上で先方事ੲを౷まえて8－9月に開઩予
定。当初2－3੯はファンドレイジング協会スタッフが主体的にリードし、ള数੡の社会๾൴ઇ୘ファシリテーターがサポー
ト૞加予定。7月ଜまでのఞહ൳ૐ૾யを౷まえて、8月に第੸ઃの౜ଓૅ、੮体、主ಈ੫઺をન定し、社会๾൴ઇ୘ファシ
リテーター（上੶のサポート૞加経ୡ者）主体的に૿ってもらうパターンも実઱。

ステップ⋉［事前打ち合わせ］

・事前の੫઺の調ତやઊち合わせに、૿当のઇྺ・੮体૿当者だけではなく、૞加する子どもたちの代表者もまじえた੫઺ਫ਼
ୈ会を開ಈし、੫઺の内ઍやઈ੾方法について子どもたちのアイデアをాり੢む。

ステップ⋋［プログラム終വ後］

・੫઺ીവ後の社会๾൴ઇ୘ポータルサイトへのൕൗ੶事については、生െの協力を੭て生െが主体的に౎ૅの生െにコツや
ポイント、成ટをହ明することを௓တする
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⋇社会๾൴を知る
社会๾൴について対話的にઅえるワーク
ショップを実઱。NPOੲ報の઀ં。

⋈どのNPOへのఞ付が有஍か
実૔のNPOを対଴に、どのNPOにఞહ
することがથ஍か調べ学ಆ。

⋉結果発表
グループごとઅえた੥ટを全員の前で
発表、どこにఞહするか決定

所要時間：2時଒ 所要時間：3時଒ 所要時間：1時଒（目安）

プログラムถ಍

パートナー（予定）：
社会๾൴ઇ୘ファシリテータ―、ઇྺ

パートナー（予定）：
社会๾൴ઇ୘ファシリテータ―、ઇྺ
支ର先NPO

この実ᄷを…
1．モデル౸業プログラムとしてで実઱することで、社会๾൴教୘ポータルサイトを通じて全国に取組みを発信します。
2．主要メディアと連௚することで、ઁく外部に向かって取組みを発信していきます。

教員の૽割

［事前］学ૅないし学年の取りまとめ。

［プログラム］౸業進行への協力サポート（ઇ౫のご用意（ഀླྀ）、事前事後アンケートの実઱、生െへのയしなどもஅみます）、
プログラムとプログラムの間でのୖ題のリマインドのサポート

［事後］報ઔછ੿成への生െの૎୳ஷりନり取りまとめ、ઇ員自ମのフィードバックの઀୹

社会๾൴教୘ファシリテーターの૽割

［事前］ઊち合わせへの૞加、プログラム進行૆૟。［プログラム］全体の進行とిજな内ઍの઀୹

［事後］報ઔછの取りまとめと੿成

パートナー（予定）：
社会๾൴ઇ୘ファシリテータ―、ઇྺ
支ର先NPO
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プログラムถ಍

［事前］౜ଓ੮体のリストは当方が઀ંしますが、これ以外の੮体（地ୠの੮体など）を生െが主体的に઀੧することも૭ચ
です（ただし、ੲ報公開性、信౅性、ણ動報ઔの૭ચ性などの一定要੯でのチェックを行うことを௓တしています）

⋇［NPO情報の提示］੮体の੦ຊੲ報を઀୹

⋈［ఞ付先議論］౜ଓ੮体についての生െ自ମの自୧学ಆ（予ಆ）とグループ内ુથ→૚NPOの動઺ଳല→ଳലを受けたਫ਼ୈ、
合意஄成

⋉［結果発表］グループ発表して全体でୈ議。決定後、૚自のஷりନりシート੶入とNPO・支ର者へのメッセージ੿成

［事後］後日フォローアップセッションとして、当ჾ੮体から報ઔオンライン会議・ビデオメッセージセット／サプライズで
ఞહ者のビデオメッセージ（※ൌ஦がある場合）

［事後］上੶プロセスの全体໪要について報ઔ（JFRA,社会๾൴ઇ୘ファシリテーター、૿当ઇྺ）

［事後］成ટ௬੼のモデルについても予め設計し、૗化૾யを௬੼するல組み、経ୡしたઇ員・主ಈ者の体ୡુથの場・つな
がり൉出を行うことでସの改ఒを多ഓ的に実઱。

※プログラム全体の೏意事ඨや学びの成ટを増すための取り組みについてはૌுに社会๾൴ઇ୘、Learning by Giving஑の੫
઺にご協力をいただいたઇ員、生െの意見をヒアリングし、アドバイスをいただいたうえで設計予定。

ఞ付先NPOについて

・新஑コロナに関連したఞહ൳ૐをしている੮体で、かつ、ಲ続的にその社会問題に向き合って取り組んでいること。

・ੲ報公開性、ણ動実ౚ、信౅性に問題がなく、かつ、本੫઺にඑ同して子どもたちの学びにつながるコミュニケーションが
できること。

・౸業へのオンライン૞加（ビデオインタビューஅむ）の૭ચ性があること。

・ఞહ金のણ用報ઔについてのビデオメッセージの઀୹が૭ચであること。

・最大5分野ங度から૚1੮体を上੶૖੯に໔り選定。→最ી的な選උ࿔は3੮体ங度。઀ંパターンは、分野でฐる஄や分野
で分けるパターンもあり੭る。
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［実施に関するି意事ඨおよびඊி事ඨ］

・ணடૅすべてが実઱できるわけではありません。

・実઱決定した場合は、ધછで正ૄ通ੴを行います。その前のઊち合わせではન定しません。

・正ੰのない学びのプロセスのため、஥い気づきを੭る生െと、自分の意見がખ಩されずに௥ଌ度が଩い生െがうまれますし、
੥ટにವ੭しない生െも生まれます。しかし、そのもやもやした「問い」をੱの中に持つことこそが大事な学びであるとઅえ
ているため、૞加者全員のವ੭૎・௥ଌ度を保઒するものではありません。

・ఞહ金の受けநしについては、Ⴈ協会のઠౠからન定੮体のઠౠにஷり੢まれます。学ૅがこのプロセスに関ଖすることは
ありません。

・上੶の౎、Ⴈ協会の判૵によりඨ目を୯加させてຘく場合があります。



お問合せ

ੳ定્定శ੾利ણ動法人 日本ファンドレイジング協会
105‐0004
東京都௃ય新ଶ5－7－12 ひのきોビル7మ
૿当：大લ෥࿎

TEL 03-6809-2590
受હ時間 平日9:00～18:00
E-mail ohishi@jfra.jp


